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ICUの目標

• リベラルアーツ教育を通して①～⑤を育む
こと

① 生涯学びつづけるための基礎的能力

② 問題を見つける力と解決する力

③ 真実を探るための批判的思考力

④ 既成概念にとらわれず挑戦する柔軟な心

⑤ 深い専門性と広い教養
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学生学習意識調査(Student Engagement Survey)

目的： 学生自身の学習経験や成果を理解し改善すること

調査対象： ３年生

調査時期： 毎年４月 2005年4月開始

調査方法： 調査用紙を対象学生に配布(09年度からweb方式も)

調査時期： 2009年4月

回収率： 40.0％（回答者 210名/３年生 618名）

調査票： インディアナ大学高等教育センター作成の
（毎年使用許可）National Survey of Student Engagementに基いて作成

調査項目： 授業経験、特別教育活動、教育活動の成果、教員と
の交流、事務職員およびサービス、課外活動、学生
同士の交流、全般的意見（合計90問）
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結果の概要

授業経験

・授業中ディスカッションに参加した： 98.0％

・プレゼンテーションをした： 96.5％

・グループプロジェクトをした： 95.0％

・コメントシートを利用した： 99.5％

・他のクラスで学習したアイディアや概念を利用した：

97.0％

・クラスで強調されている項目： 暗記 85.0％

分析 99.0％

統合 99.0％

批評 99.5％
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以下の項目をどのくらいの頻度で行いましたか よくそ うした 時々そ うした 一度もしたことがない

1 .  オ フィス・アワーに教員を訪ねた （N=187) 13.9% 66.3% 19.8%

2 .  教員に会って、課題について話し合った (N=187) 11.8% 57.8% 30.5%

3 .  教員に会って、課題の成績について話し合った (N=188) 2.1% 17.6% 80.3%

4 .  教員に会って、授業中取り上げられた考えやテーマについて話し合った
( N = 186)

10.2% 44.1% 45.7%

5 .  教員に会って、将来の学習計画について話し合った (N=188) 10.6% 44.7% 44.7%

6 .  教員と自分のキャリアや進路計画について話し合った (N=188) 10.6% 34.0% 55.3%

7 .  課外活動関係で教員に会いに行った（クラブ、C-Week、ICU祭、オリエン
テーションなど） (N=187)

12.8% 33.7% 53.5%

8 .  教員とメールやその他のプログラムを使ってコミュニケーションした
( N = 187)

29.9% 60.4% 9.6%

9 .  クラスでMoodle,やBlackboard等のソフトを使用した (N=188) 57.4% 42.0% 0.5%

1 0 .  課題のためにインターネットを利用し、情報を得た (N=187) 89.8% 10.2% 0.0%

1 1 .  教員に対するあなたの態度、姿勢はどんなですか (N=188) A.  教員全員と知り合い
になろうとする

B .  何人かの教員と知
り合いになろうとする
C.  教員と知り合いにな
ろうと しない

7.4%

72.9%

19.7%

1 2 .  ICUで受けたアカデミック・アドバイジングの質はどのくらいだったと思い
ますか （N=187)

A .  優れていた
B .  よかった

C .  普通
D .  よくなかった

15.5%
40.6%
39.6%
4.3%
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４年生卒業時調査（Senior Exit Survey）

目的： 大学の今後のあり方や方策を探ること

調査対象: 卒業生(４年生) 2005年3月開始

調査時期: 毎年３月と６月

調査方法: 調査用紙を「卒業式用キャップ･ガウン貸出日」

に配布しその場で回収

調査時期: 2009年3月

回収率： 73.2％ （回答者 368名/卒業生 503名)

調査項目： 将来の計画、学部での経験、授業料、入学許可の

方法（合計17問）
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結果の概要

将来の計画

・フルタイム雇用： 66.9％

・大学院又は学部、専門学校等への進学： 21.0％

学部での経験

・ICUの教育満足度 非常に満足： 44.6％

満足： 47.6％

・再度大学を選べるとしたら、またICUを選ぶか

絶対選ぶ： 32.8％

多分選ぶ： 49.9％
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次にあげた能力や知識について、あなたの人生における重要度を
( I)に、これらの能力や知識が大学入学後どれ位変化したかを（II）に
記入して下さい。

I   重要度 I I 変化

重要で
な い

あ る程
度重要

非常に
重要

最も
重要

弱 く
なつた

変化
な し

強 く
な つた

非常に
強 くなつた

地球規模の問題について理解す る (N=359) 2.5％ 31.５ ％ 47.4％ 18.7％ 3.3％ 17.5％ 59.9％ 19.2％

日本が直面している社会問題につ いて理解する (N=358) 1.7％ 22.9％ 53.6％ 21.8％ 1.7％ 21.2％ 55.3％ 21.8％

現在の問題を歴史的 ・文化的 ・哲学的視野で見る (N=359) 4.7％ 29.0％ 42.6％ 23.7％ 1.7％ 22.3％ 45.7％ 30.4％

批判的に 思考する (N=354) 2.0％ 20.6％ 37.6％ 39.8％ 0.8％ 6.5％ 44.4％ 48.3％

分析的 、 論理的に思考す る (N=359) 0.6％ 12.8％ 49.0％ 37.6％ 1.1％ 10.9％ 52.9％ 35.1％

複雑な プ ロジェクト計画 ・遂行 (N=358) 4.5％ 33.0％ 48.3％ 14.2％ 0.8％ 33.8％ 52.0％ 13.4％

自ら新た な スキルや知識を修得する (N=355) 0.8％ 19.2％ 50.4％ 29.6％ 1.4％ 21.1％ 52.1％ 25.4％

数量的手段の使用 (N=357) 12.3％ 47.3％ 32.5％ 7.8％ 6.2％ 52.7％ 30.3％ 10.9％

科学や実験のプロセスを理解する (N=359) 18.4％ 42.6％ 29.2％ 9.7％ 5.8％ 56.8％ 28.1％ 9.2％

コンピュータースキル (N=358) 2.2％ 39.1％ 48.9％ 9.8％ 0.8％ 38.0％ 48.6％ 12.6％

口頭によるコミュニケーション(N=357) 0.3％ 9.2％ 50.4％ 40.1％ 1.4％ 16.0％ 55.5％ 27.2％

対人関係能力 (N=357) 0.6％ 7.6％ 45.4％ 46.5％ 2.2％ 18.2％ 49.9％ 29.7％

異文化・異人種に関する知識 (N=359) 0.8％ 16.2％ 48.5％ 34.5％ 0.6％ 18.4％ 47.6％ 33.4％

異な る人種、国籍、宗教の人たちと協調する (N=356) 2.0％ 15.4％ 46.1％ 36.5％ 0.8％ 19.4％ 46.9％ 32.9％

芸術や科学に関する幅広い知識を得る (N=357) 1.4％ 32.8％ 41.5％ 24.4％ 0.6％ 28.9％ 51.5％ 19.0％

芸術、文学、音楽、演劇などを鑑賞する (N=357) 3.9％ 27.5％ 46.2％ 22.4％ 2.0％ 32.2％ 43.1％ 22.7％

語学力（英語） (N=356) 1.4％ 16.0％ 50.3％ 32.3％ 2.5％ 14.0％ 52.8％ 30.6％

語学力（英語以外） (N=354) 8.2％ 32.2％ 42.7％ 16.9％ 3.4％ 43.5％ 36.2％ 16.9％

文章表現力 (N=354) 0.6％ 14.4％ 57.9％ 27.1％ 1.1％ 20.1％ 58.9％ 19.8％

自尊心や自信を高める (N=355) 4.8％ 25.9％ 47.6％ 21.7％ 5.1％ 35.8％ 44.5％ 14.6％

自分自身（能力、興味、限界、人格）への理解 (N=358) 1.7％ 14.2％ 48.3％ 35.8％ 1.1％ 21.2％ 49.7％ 27.9％

宗教的信念や確信をもつ (N=357) 24.4％ 41.7％ 23.2％ 10.6％ 5.0％ 58.3％ 28.3％ 8.4％
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金沢工業大学における金沢工業大学における
アンケート調査と教育改善アンケート調査と教育改善

金沢工業大学金沢工業大学

環境･建築学部環境･建築学部 教授教授

教育点検評価部長教育点検評価部長

久保久保 猛志猛志
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金沢工業大学のビジョン金沢工業大学のビジョン

 

 

ビジョン 
教育：人間形成を目的とする「教育付加価値日本一の大学」  
研究：「共同と共創」による技術革新と産学協同 
サービス：自己点検評価システムの成熟による顧客満足度の向上

研究の目標  
国際社会に貢献する  

科学技術の開発 

 
サービスの目標 

夢考房キャンパスの実現 

教育の目標  
行動する技術者の育成

 
 
 
 
 

 
ステークホルダー  
への情報提供、 
情報開示 

 
 
 
 
  
     ビジネス 

パートナー 
との価値共有  

社会的評価 
1 . 顧客満足度の独自性  
2 . 教育の独自性  
3 . 就職の独自性  
4 . 教育・研究環境の独自性  
5 . 組織文化の独自性  

   理 事 教職員  

建学綱領 
人間形成 
技術革新 
産学協同 

学園共同体が共有する価値 
KIT -IDEA LS （行動規範） 

学  生 
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金沢工業大学の建学綱領金沢工業大学の建学綱領

◎高邁な◎高邁な人間形成人間形成

◎深遠な◎深遠な技術革新技術革新

◎雄大な◎雄大な産学協同産学協同
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教育理念教育理念

科学・工学技術教育を通し、科学・工学技術教育を通し、
国際社会における日本人とし国際社会における日本人とし
ての誇りと使命感を養い、まての誇りと使命感を養い、ま
た次代の技術革新を担い、今た次代の技術革新を担い、今
後の発展を継承し得る人材を後の発展を継承し得る人材を
育成すること。育成すること。
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学生諸君に何を求めるのか学生諸君に何を求めるのか－教育目的－教育目的

入学時の個々の学生の知識入学時の個々の学生の知識・・知能知能・・思考力思考力・・表表
現力現力・・行動力等々のレベルの如何を問わず行動力等々のレベルの如何を問わず、、４４
年間の学習年間の学習・・教育によって教育によって、、

自ら考え行動する技術者自ら考え行動する技術者
として社会で活躍できる人材にまで自らが向上として社会で活躍できる人材にまで自らが向上

することでありすることであり、、更に更に、、社会においてその力を社会においてその力を

存分に発揮することである存分に発揮することである。。
卒業生諸君が卒業生諸君が、、それぞれの活動分野においてそれぞれの活動分野において、、技術者技術者
として認められとして認められ、、活躍していること活躍していることがが、、本学における本学における

学習学習・・教育の妥当性教育の妥当性・・正当性を保証することになろう正当性を保証することになろう。。
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¾¾ 穴水湾自然学苑における人間形成教育穴水湾自然学苑における人間形成教育

¾¾ 高度情報化社会の到来を見越した先駆的な情報処理教育高度情報化社会の到来を見越した先駆的な情報処理教育

¾¾ ＣＡＩを利用した基礎学力の補完教育ＣＡＩを利用した基礎学力の補完教育

¾¾ ネィティブ・スピーカーによる少人数英語教育ネィティブ・スピーカーによる少人数英語教育

¾¾ 情報活用能力を育成する図書情報技術教育情報活用能力を育成する図書情報技術教育

¾¾ 学生の素質を伸ばす褒めの教育（学長褒賞制度）学生の素質を伸ばす褒めの教育（学長褒賞制度）

¾¾ 基礎的実技能力を付与する工学基礎実技教育基礎的実技能力を付与する工学基礎実技教育

¾¾ 工学基礎実技との一貫性を体系化した工学専門実技教育工学基礎実技との一貫性を体系化した工学専門実技教育

¾¾ 問題発見、課題探求型教育による能力の総合化を目指す工学設計教育（プ問題発見、課題探求型教育による能力の総合化を目指す工学設計教育（プ
ロジェクトデザイン教育）ロジェクトデザイン教育）

¾¾ 目的指向型カリキュラムに基づく専門コア教育目的指向型カリキュラムに基づく専門コア教育

¾¾ 自己成長型教育アクロノールプログラム自己成長型教育アクロノールプログラム

¾¾ 学生の自主的な創造活動を支援する夢考房活動（課外活動の支援）学生の自主的な創造活動を支援する夢考房活動（課外活動の支援）

¾¾ 年間３００日、自己実現に向けて自主的・主体的に活動ができる夢考房年間３００日、自己実現に向けて自主的・主体的に活動ができる夢考房
キャンパスキャンパス

¾¾ 気づき、努力、自信、意欲を引き出す気づき、努力、自信、意欲を引き出すKITKITポートフォリオシステムポートフォリオシステム

教育実践の軌跡教育実践の軌跡－学生が主役の大学を目指して－学生が主役の大学を目指して
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（P）入試計画
（D）入試の実施
（C）入試結果

の分析
（A）入試改善

方法の提案

（P）教育付加価値の高い教育計画
（D）教育効果の高い教育運営

（C）教育成果
の分析

（A）教育改善
方法の提案

（C）修学指導
成果の分析

（A）修学指導
改善方法の提案（P）学生満足度の高い修学指導計画

（D効果的な修学指導運営

修学指導実践

教育実践

ﾌｲ ｰﾄﾞﾊ ﾞｯｸ

教育運営（教務課） FD推進
(推進課）

進路開発
セン ター

修学支援（修学相談室）

入試ｾ ﾝﾀー
（ ア ド ミ ッション

ポ リシ ー ）

卒業生
(企業）

教務部教務部
委員会委員会

教育点検教育点検
評価部委員会評価部委員会

学生部学生部
委員会委員会

進路部進路部
委員会委員会

ﾌ ｲ ｰﾄﾞﾊ ﾞｯｸ

(修学･進路ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

(教員 ）

金沢工業大学の金沢工業大学の
教育運営機能と連携教育運営機能と連携

授業
結果
ｱ ﾝｹ ｰﾄ

修学
満足度
ｱ ﾝｹ ｰﾄ

卒業生
満足度
ｱ ﾝｹ ｰﾄ

企業
満足度
ｱ ﾝｹ ｰﾄ

企画部

入学者満足度
ｱ ﾝｹ ｰﾄ

志願者
入学者
(高等学校）

ＫＩＴ評価向上委員会ＫＩＴ評価向上委員会
（部長会・学長）

入学試験

入試部入試部
委員会委員会

シラバス（ＣＬ ＩＰ）による教育システムシラバス（ＣＬ ＩＰ）による教育システム

教員ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ＥＩ ＩＳＹ）教員ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ＥＩ ＩＳＹ）
に よる教育改善ｼｽﾃﾑに よる教育改善ｼｽﾃﾑ

学生ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）による修学ｼｽﾃﾑ学生ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉｰﾙ）による修学ｼｽﾃﾑ
学生ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉー ﾙ）学生ﾎ ﾟｰ ﾄﾌｫﾘｵ（ｱｸﾛﾉー ﾙ）
に よるｷｬﾘｱ支援ｼｽﾃﾑに よるｷｬﾘｱ支援ｼｽﾃﾑ

ＫＩＴ評価向上委員会ＫＩＴ評価向上委員会
（部長会・学長）
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金沢工大で実施しているアンケート金沢工大で実施しているアンケート
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教育フォーラム教育フォーラム

¾¾第１回：平成１６年７月２１日第１回：平成１６年７月２１日
¾¾教育フォーラムの開催について教育フォーラムの開催について

¾¾「人間と自然」教育の取り組み「人間と自然」教育の取り組み

¾¾第４回：平成１７年７月２０日第４回：平成１７年７月２０日
¾¾学務運営に関する改善提案学務運営に関する改善提案

¾¾人間力を基本とした学習・評価システムの改善提案人間力を基本とした学習・評価システムの改善提案

¾¾第５回：平成１７年８月１７日第５回：平成１７年８月１７日
¾¾ＫＩＴ総合アンケート調査結果ＫＩＴ総合アンケート調査結果

¾¾第９回：平成１８年８月９日第９回：平成１８年８月９日
¾¾平成１７年度授業調査報告書抜粋平成１７年度授業調査報告書抜粋

¾¾第１２回：平成１８年１１月１５日第１２回：平成１８年１１月１５日
¾¾アカデミックハラスメントについてアカデミックハラスメントについて

¾¾学生の自殺について学生の自殺について
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¾¾第１８回：平成１９年１１月１９日第１８回：平成１９年１１月１９日

¾¾技術者倫理教育－大学全体の取り組み技術者倫理教育－大学全体の取り組み

¾¾第２０回：平成２０年８月２１日第２０回：平成２０年８月２１日
¾¾平成１９年度「授業アンケート」と「総合アンケート」に平成１９年度「授業アンケート」と「総合アンケート」に

よるよるKITKIT在学生の実態分析結果在学生の実態分析結果

¾¾第２１回：平成２０年１２月第２１回：平成２０年１２月1010日日
¾¾平成２０年度平成２０年度KITKIT--FDFD研修会より研修会より『『学習意欲を高めるための学習意欲を高めるための

改善案：実施報告改善案：実施報告

¾¾第２３回：平成２１年６月第２３回：平成２１年６月2424日日
¾¾専門基礎学力増進に関する取組み報告専門基礎学力増進に関する取組み報告

¾¾第２４回：平成２１年９月２４日第２４回：平成２１年９月２４日

¾¾平成２０年度「グループインタビュー」と「総合アンケー平成２０年度「グループインタビュー」と「総合アンケー
ト」によるト」によるKITKIT在学生の実態分析結果在学生の実態分析結果
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教育改善への取組み教育改善への取組み

¾¾人間力教育（総合力＝学力人間力教育（総合力＝学力××人間力）人間力）

¾¾総合力評価の試み（ＣＬＩＰ学習プロセス）総合力評価の試み（ＣＬＩＰ学習プロセス）

¾¾学習支援計画書（シラバス）学習支援計画書（シラバス）

¾¾総合力指標に関する重み付け総合力指標に関する重み付け

¾¾学生自身による学習・教育目標達成度の確認学生自身による学習・教育目標達成度の確認

¾¾教育プログラムの点検・評価と改善のための教育プログラムの点検・評価と改善のための
ＰＤＣＡＰＤＣＡ
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１）挨拶・返事の励行（人間関係の基本）１）挨拶・返事の励行（人間関係の基本）

２）皆出席・定刻出席（勤務態度）２）皆出席・定刻出席（勤務態度）

３）予習・復習の実施（仕事の準備）３）予習・復習の実施（仕事の準備）

４）授業への集中（仕事に集中）４）授業への集中（仕事に集中）

５）課題の提出期限厳守（仕事の納期厳守）５）課題の提出期限厳守（仕事の納期厳守）

６）学習に必要な情報の収集（仕事に必要な６）学習に必要な情報の収集（仕事に必要な

情報収集）情報収集）

７）スケジュール管理（仕事の進捗状況）７）スケジュール管理（仕事の進捗状況）

８）キャンパス・教室内の美化（職場の美８）キャンパス・教室内の美化（職場の美

化）化）

９）学内・社会のルールを順守（倫理観）９）学内・社会のルールを順守（倫理観）

ＫＫ･･････Kindness of Heart   Kindness of Heart   思いやりの心思いやりの心

ＩＩ･･････IntellectualIntellectual 知的好奇心知的好奇心

ＴＴ･･････Team SpiritTeam Spirit 共同と共創の共同と共創の

精神精神

ＩＩ ･･････IntegrityIntegrity 誠実誠実

D  D  ･･････DiligenceDiligence 勤勉勤勉

ＥＥ ･･････EnergyEnergy 活力活力

ＡＡ ･･････AutonomyAutonomy 自立自立

ＬＬ ･･････LeadershipLeadership リーダーシップリーダーシップ

ＳＳ ･･････SelfSelf--RealizationRealization 自己実現自己実現

ＫＩＴ学生の行動特性ＫＩＴの行動規範

建学綱領 ： 人間形成 技術革新 産学協同
教育目標 ： 自ら考え行動する技術者の育成
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人間力人間力
¾¾ 新しい時代を切り拓くたくましい日本人の育成のための指導理念新しい時代を切り拓くたくましい日本人の育成のための指導理念
（（ 「人間力戦略ビジョン」「人間力戦略ビジョン」文部科学省広報文部科学省広報2525号号、平成、平成1414年９月年９月3030日日））
¾¾ 社会を構成し運営するとともに、自立した人間として力強く生きてい社会を構成し運営するとともに、自立した人間として力強く生きてい
くための総合的な力（くための総合的な力（『『人間力戦略研究会報告書人間力戦略研究会報告書』』 内閣府諮問機関内閣府諮問機関 、平成、平成
1515年年44月月1010日日））

金沢工業大学金沢工業大学 「社会に適応できる能力」「社会に適応できる能力」

・社会で自分を活かして生きていける力・社会で自分を活かして生きていける力
・あらゆる人とのコミュニケーションを円滑に図り、ひとりの・あらゆる人とのコミュニケーションを円滑に図り、ひとりの

大人として責任ある行動がとれる力大人として責任ある行動がとれる力
①① 自立・自律自立・自律（チャレンジ精神、自己管理能力）（チャレンジ精神、自己管理能力）

②② リーダーシップリーダーシップ（（統率力、指導力）統率力、指導力）

③③ コミュニケーション能力コミュニケーション能力（意思・感情・思考を伝達する能力）（意思・感情・思考を伝達する能力）

④④ プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力（提示・発表する能力）（提示・発表する能力）

⑤⑤ コラボレーション能力コラボレーション能力（協働・協調する能力）（協働・協調する能力）

教育現場において可能な指導教育現場において可能な指導
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学力学力××人間力人間力＝総合力の関係＝総合力の関係

学学
力力

主に授業や学習活動で学ぶ主に授業や学習活動で学ぶ
内容内容

×

習得してほしい能力習得してほしい能力

発表・表現・伝達する力発表・表現・伝達する力

リーダーシップとリーダーシップと
コラボレーションコラボレーション

学習に取組む姿勢・意欲

アウトカムズ（総合的な伸び）

◎◎ コミュニケーション能力コミュニケーション能力

◎◎ プレゼンテーション能力プレゼンテーション能力

◎◎ リーダーシップ能力リーダーシップ能力

◎◎ コラボレーション能力コラボレーション能力

◎◎ 自立・自律力自立・自律力

人
間
力

人
間
力

思考・推論・創造する力思考・推論・創造する力

知識を取り込む力知識を取り込む力
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知識を取り込む知識を取り込む
学習に取組む姿勢・意欲学習に取組む姿勢・意欲

リーダーシップとリーダーシップと
コラボレーションコラボレーション

発表・表現・伝達する発表・表現・伝達する

アウトカムズアウトカムズ
（総合的な伸び）の評価（総合的な伸び）の評価

思考・推論・創造思考・推論・創造

13

4 2

総合力育成のプロセスは連続している総合力育成のプロセスは連続している
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リーダーシップとリーダーシップと
コラボレーションコラボレーション

アウトカムズ（総合アウトカムズ（総合

的な伸び）の評価的な伸び）の評価

発表・表現・発表・表現・
伝達する伝達する

知識を取り込む知識を取り込む

学習に取組む学習に取組む
姿勢・意欲姿勢・意欲

学習プロセスがスパイラル上昇学習プロセスがスパイラル上昇

アウトカムズアウトカムズ
（総合的な伸び（総合的な伸び）

3

2

1

4

学習に取り組む姿勢学習に取り組む姿勢
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各教育プログラムと科目群各教育プログラムと科目群

機械の原理 機械要素設計機械系CAD 機械設計演習機械系製図 機械機構設計

機械工学科機械工学科 教育目標の一つ教育目標の一つ『『設計能力設計能力』』を例にするとを例にすると

1期 2期 3期 5期 6期 7期4期

座学型 体験型 実習・演習型 座学型 体験型 実習・演習型
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新学習プロセス（ＣＬＩＰ）の導入新学習プロセス（ＣＬＩＰ）の導入

学力学力 ×× 人間力人間力 =   =   総合力総合力

評価手法が不十分評価手法が不十分

新しい評価手法を含めた新しい評価手法を含めた

新学習プロセス新学習プロセス(CLIP)(CLIP)を導入を導入

CLIPCLIP CCreative reative LLearning earning IInitiative nitiative PProcessrocess
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学習支援計画書学習支援計画書（シラバス）（シラバス）
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学習支援計画書の内容学習支援計画書の内容

１．授業科目の学習教育目標１．授業科目の学習教育目標

２．授業の概要・学習上の助言２．授業の概要・学習上の助言

３．教科書・参考書３．教科書・参考書

４．履修に必要な予備知識４．履修に必要な予備知識

５．学生が達成すべき行動目標５．学生が達成すべき行動目標 「○○することができる」「○○することができる」

６．達成度評価（６．達成度評価（評価方法・指標と評価割合評価方法・指標と評価割合））

７．評価の要点７．評価の要点

８．具体的な達成の目安８．具体的な達成の目安

９．授業明細表（９．授業明細表（１授業毎：１授業毎：学習内容・授業の運営方法・学習課題学習内容・授業の運営方法・学習課題））

★★ 評価の内容と基準の提示評価の内容と基準の提示 → → 透明性透明性
★★ 達成度確認試験達成度確認試験 →→ 全評価数値の全評価数値の4040％以内％以内
★★ １７年度より定期試験の廃止１７年度より定期試験の廃止

結果重視型結果重視型 →→ プロセス重視型プロセス重視型
★★ 成績異議申立制度成績異議申立制度

学生の目線学生の目線
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新しい評価方法（総合力評価）新しい評価方法（総合力評価）

試験試験 小テス小テス

トト

レポートレポート 成果発表成果発表

（口頭・実（口頭・実

技）技）

作作

品品

ポートポート

フォリフォリ
オオ

そのその

他他
合計合計

3030 1010 2020 3030 1010 100100

知識を取り知識を取り

組む力組む力
1010 1010 2020

思考・推思考・推

論・創造力論・創造力
2020 2020 4040

コラボレーコラボレー

ション・ション・
リーダーリーダー
シップシップ

1515 1515

発表・表発表・表

現・伝達力現・伝達力
1515 1515

学習姿勢・学習姿勢・

意欲意欲
1010 1010

手段手段

能
力
能
力
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学科・課程教員のＦＤ学科・課程教員のＦＤ
学部・学科・課程の各能力の配分検証学部・学科・課程の各能力の配分検証

学生の自己点検学生の自己点検
学習で取り組んだ能力・不足する能力学習で取り組んだ能力・不足する能力

K.I.T. Takeshi KUBO091029091029 日本私立大学連盟・事例報告日本私立大学連盟・事例報告 7070

総合力指標に関する重み付け総合力指標に関する重み付け
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学生自身による学習・教育目標の確認学生自身による学習・教育目標の確認
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教育プログラムの点検・評価と改善のためのＰＤＣＡ教育プログラムの点検・評価と改善のためのＰＤＣＡ

授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料

・授業ｱﾝｹ ﾄー等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関

する諸資料
・授業ｱﾝｹ ﾄー等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

全ての教員が自己点検全ての教員が自己点検授業アンケート結果を活用授業アンケート結果を活用
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授業アンケート授業アンケート （（WebWeb公開）学生・教員ともに自己点検公開）学生・教員ともに自己点検

¾¾ 「学生の行動目標達成度自己評価」「学生の行動目標達成度自己評価」

¾¾ 授業や教員についての不満、意見、改善要求授業や教員についての不満、意見、改善要求

に関する自由記述項目に関する自由記述項目

¾¾ 該当科目で良かった点に関する自由記述項目該当科目で良かった点に関する自由記述項目

¾¾ その他、科目その他、科目HPHPによる独自のアンケートによる独自のアンケート

¾¾ 授業アンケート結果授業アンケート結果

フィードバックコメントシステム：フィードバックコメントシステム：WebWeb公開公開

K.I.T. Takeshi KUBO091029091029 日本私立大学連盟・事例報告日本私立大学連盟・事例報告 7676

 

（自己点検）
久保　猛志

１期
建築環境学

授業アンケート集計結果通知後に実施してください。

A ction

　
良
好

　
改
善
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地
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り

　
要
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善

Ａ
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ト

Ｅ
受
講
生
と
の
面
談

Ｆ
授
業
参
観
の
報
告

Ｇ
他
の
教
員
か
ら
の
情
報

その他の具体的なデータ

先立って履修する関連科目との間に適切なつなが
りがあったか

（科目名：　　なし　　　　　　　　　　　）

建築環境・設備についての入門科目であり、先行する関連科目はない

学習支援計画書にこの科目で扱うべき内容が過不
足なく網羅されていたか 1 1

後続する上級科目を履修するために必要な、知識
と技能を修得できたか

（科目名：　環境計画　　　　　　　　　　　　）

1 1 1

学習教育目標は理解されたか 1 1

学生の達成すべき行動目標は適切であったか 1 1 1

授業内容 （教育目

標や学習支援計画
書との合致ほか）

授業内容は学生に とって 適

切であった か
授業内容の質および量は、学習・教育目標を達成
するために適切であったか

1 1

授業内容、自習課題、宿題は、効果的で学習意欲
を高めるものであったか 1 1

宿題や自習課題の質・量は、学生の予習・復習時

間を考慮して適切に与えたか
1 1

授業アンケートのコメントに 課題が多いとの記述があるが、特に
過重なものとはなっていないと判断する。

適切な時期に適切な回数の試験、小テスト、レポー
ト等を実施したか（実績を別表に記入）

1 1

学習･教育目標と授業内容が合致していたか 1 1

教材はわかりやすく効果的、かつ、学習意欲を高め

るものであったか
1 1

学習支援計画書に記載されている総合力指標通り
の評価方法・割合となっていたか

1 1

学習支援計画書に記載されている標準的な達成度
レベルが合格基準となっていたか

1 1

※Ａについ ては、根拠資料を可能な限りCLIP E-fi leに含めて提出して下さい 。

課程 ・学科 ・学系
特有の点検事項

学習支援計画書

学習・ 教育目標は課程・ 学科

の教育目標を担う表現 となっ

て、学生に周知されて いるか

評価チェック
C heck　 （該当するチェック項目に  「1」 を記入してください ）

評価の根拠となるデータ

担当者名
開講期
科目名

点　検　項　目点　検　事　項

授
業
運
営
　

（
Ｄ
ｏ

）

授業運営 学生に とって 、行動目標を達
成できる授業運営であったか

テキストおよび
その他の教材

（実用段階 ）

教材は適切であったか

改善案及び期待される効果（記述）

学
習
支
援
計
画
書

お
よ
び
授
業
内
容

（
P
l
a
n

）

学習教育目標

および科目群中の

位置づけ

（カリキュラム・ ガイド
ブック等）

学習・ 教育目標は当該教育

プログラムの教育目標に 適

合しているか

受講す る学生にとって妥当で
あるか

達成度評価 行動目標に対する達成度を

適切に 評価で きたか

課程 ・学科 ・学系

特有の点検事項

授　業　点　検　シ　ー　ト

全ての教員が授業を自己点検全ての教員が授業を自己点検

ＰＰ

ＡＡ

ＣＣ

ＤＤ
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この科目の授業で特に工夫した点と自己評価

別　表

試験 　　　　　　　　回

クイズ・テスト 　　　　　６　　回

レポート 　　　　　１　　回

成果発表（口頭 ・実技 ） 　　　　　　　　回

作品 　　　　　　　　回

ポートフォリオ 　　　　　　　　回

その他 　　　　　　　　回、　　　　　　　　回、　　　　　　　　回

全体的な意見

・建築設備の全体像を把握してもらうために、各種設備の系統図を資料の中心に描き、その周辺に関連する設備機器類の図や写真・イラストを配布する形のプリントを６種類準備し、１時限につき１枚ずつを利用し、内容の解説を
行うと共に、当該時限の後半に、プリントで説明した設備に係わる小課題を課し、理解を深めさせた。
・最終課題として、講義を行った建物内に設置されている建築設備を自ら調べさせ、観察力や行動力等を身につけさせることを考えた。

・膨大な範囲の建築設備を網羅的に説明し、建築物における建築設備の重要性に対する理解を得ることを目標としたが、時間的に若干難しい面が認められる。

個別授業に
関わる問題

教育プログラ
ム

または
全学的な問題

授業アンケート項目に対応した自己評価（別紙）

評価項目
と

実施回数
（実績）
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複数ページ可

授業アンケートに対する分析と次年度対応方法
記入者： 久保　猛志 記入日：2009／　9／17　　
開講期： １期
科目名： 点検結果：

○良好、△改善の余地あり、×要改善
点検結果 分析と次年度対応方法

Ａ 受講前、この科目に興味はありましたか。 ○ 科目全体で約９０％の学生が興味を示している。

Ｂ
最初の授業で学習支援計画書の説明を受け
て、こ の授業の概要や進め方、身につく能力
を理解できましたか。

○ 同上

Ｃ
授業を受ける際、熱意を持って受講し 、理解

するために努力しましたか。 ○ 同上

Ｄ
一回の授業に対する予習・復習、課外学習

活動はどの程度行いましたか。 △
約４０％の学生しか１時間程度以上の課外学習活動をしていな
い。
予習・復習を促すための課題を出すことを考えたい。

Ｅ
教科書・指導書の内容は授業の理解のため
に適切でしたか。 △

１枚のプリント当りの情報量が多いため、図表類が小さくなり分か
りにく い部分もあった。
次年度には改善を図る。

Ｆ
課題またはレポート等は授業内容の理解を
深めるのに役立ちましたか。 ○ 約９０％の学生が適切だと判断している。

Ｇ
授業内容は学習支援計画書に沿っていまし
たか。 ○ ９５％以上の学生が沿っていると回答している。

Ｈ
授業の進度は内容を理解するのに適切でし
たか。 ○ ９５％以上の学生が適切であったと回答してい る。

Ｉ
授業内容をよく理解するための、学習相談

（オフィスアワー、チューターなど）は有効でし
たか。

△
授業時間内で課題が完結する形としているの で、余り相談の必
要はないと思われるが、ＯＨを利用させるような課題を工夫する
ことも必要であろう。

Ｊ
授業や学習相談を通して、教員の熱意を感
じ取るこ とができましたか。 ○ 約９０％の学生が感じ取れると回答している。

Ｋ
授業を終えて、あなたはこの科目に満足して
いますか。 ○ ほぼ １００％の学生が満足している。

Ｌ
健康で快適な建築環境について説明でき
る。 ○ ６０％以上の回答が９０％を占めている。

Ｍ
健康で快適な建築環境の実現方法について

説明できる。 ○
６０％以上の回答が８５％程度を占めているが、具体的な実現方
法を実感させる工夫も必要と思われる。

Ｎ
外部空間への環境負荷の削減方法につい
て説明できる。 ○

６０％以上の回答が９０％程度を占めているが、具体的な削減方
法を実感させる工夫も必要と思われる。

Ｏ 良い都市環境について説明できる。 ○ ６０％以上の回答が９０％程度を占めている。

Ｐ
良い都市環境の実現方法について説明でき
る。 ○

６０％以上の回答が９０％程度を占めているが、具体的な実現方
法を実感させる工夫も必要と思われる。

Q

項　　目

学生 のコメントに対して
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授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料

・授業ｱﾝｹ ﾄー等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関

する諸資料
・授業ｱﾝｹ ﾄー等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

教育点検評価部委員が点検･評価教育点検評価部委員が点検･評価

K.I.T. Takeshi KUBO091029091029 日本私立大学連盟・事例報告日本私立大学連盟・事例報告 8080

 

点検サイクルの表

平成２１年度の第三者による点検･評価平成２１年度の第三者による点検･評価
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授業計画に対する点
検

授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検
討

点検シート

学習支援計画
書

学習支援計画書
に基づく自己点
検

・成績評価に関
する諸資料

・授業ｱﾝｹｰ ﾄ等

点検シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当教員による
自己点検・評価

授業計画に対する点検 授業実施に対する点検

授業結果に対する点検
点検結果に基づく
　　　評価と改善の検討

点検シート

学習支援計画書
学習支援計画書
に基づく調査

・成績評価に関

する諸資料
・授業ｱﾝｹｰ ﾄ等

改善項目シート

Ｐ Ｄ

ＣＡ

科目担当外教員による
第三者点検・評価

授業科目の改善ＰＤＣＡ

　　　　　　　　　Ｐ

　　教育カリキュラムの策定
　
　　課程 ・学系主任、副主任

　　１．教育目標の作成
　　２．授業科目群の設定
　　３．授業科目の定義（概要）
　　　　（教育目標の分担）
　　４．カリキュラムフロー作成

Ｄ　教育カリキュラムの運用　教員

　　　　　　　　Ｃ　教育カリキュラム運用結果の点検

　　　　　　　　　　　　　課程・学系主任、副主任

　　　　　１．授業科目に分担された教育目標の達成確認
　　　　　２．授業科目群の連携確認
　　　　　３．カリキュラムフローに基づいた教育目標の達成確認

　　　　　４．ＣＬＩＰによる総合力の確認
　　　　　５．ＪＡＢＥＥによる第三者評価

　　　　　　　　Ａ

 教育カリキュラムの評価と改善
　
　　課程・学系主任、副主任

　　１．授業科目の授業改善
　　２．授業科目群の連携改善
　　３．カリキュラムフロー改善
　　４．教育目標の改善

教育点検評価部委員会
課程・学系学科ＷＧ

学系・課程におけるＰＤＣＡサイクル学系・課程におけるＰＤＣＡサイクル

総合アンケートの分析結果を活用総合アンケートの分析結果を活用
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大学の学生に対する教育責任①大学の学生に対する教育責任①

★★学科・課程・個人レベル学科・課程・個人レベル

１．新採用教員研修会１．新採用教員研修会

（法人：春１日・夏２日、大学：春１日）（法人：春１日・夏２日、大学：春１日）

２．新採用教員２．新採用教員KIT FDKIT FD研修会研修会

（夏４日間、日本ＩＢＭ研修サービス）（夏４日間、日本ＩＢＭ研修サービス）

３．学科・課程における３．学科・課程におけるFDFD研修会、研修会、WGWG活動活動

４．複数担当者科目における４．複数担当者科目におけるWGWG活動活動

５．科目別ＦＤ報告書の提出５．科目別ＦＤ報告書の提出

（学期別、年間総括）（学期別、年間総括）
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★★全学レベル：学内評価全学レベル：学内評価
１．教育点検評価部１．教育点検評価部
科目別保存資料の提出科目別保存資料の提出
・レポート、各種テスト等のランク別サンプル、模範解答・レポート、各種テスト等のランク別サンプル、模範解答
・成績表、出欠簿、配付資料・成績表、出欠簿、配付資料
・授業アンケート、フィードバックコメント（・授業アンケート、フィードバックコメント（WebWeb公開公開））

教育目標達成度調査教育目標達成度調査
・上記に加えて授業参観、全科目実施予定・上記に加えて授業参観、全科目実施予定

２．教育フォーラム２．教育フォーラム（（年４～５回、全教員参加、情報の共有年４～５回、全教員参加、情報の共有））

・・6060分間の発表分間の発表
・・『『KITKIT PROGRESSPROGRESS 工学教育研究工学教育研究』』に投稿に投稿
・日本工学教育協会、その他教育関係機関での発表・投稿・日本工学教育協会、その他教育関係機関での発表・投稿

３．教育活動適正化委員会３．教育活動適正化委員会
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★★全学レベル：学外・第三者評価全学レベル：学外・第三者評価
（異なるメジャーでの評価）（異なるメジャーでの評価）

１．教育・研究の健全性：１．教育・研究の健全性：日本技術者教育認定機構日本技術者教育認定機構
（（JABEE : Japan Accreditation Board for  Engineering Education JABEE : Japan Accreditation Board for  Engineering Education ））

★教育プログラムの評価★教育プログラムの評価
４年間の教育プログラムが達成する教育成果４年間の教育プログラムが達成する教育成果

★継続的な教育改善活動と機能性★継続的な教育改善活動と機能性
★完全な証拠主義★完全な証拠主義
【【効果効果】】
・教育内容の改善ＰＤＣＡ・教育内容の改善ＰＤＣＡ ：： 個人個人 →→ 組織組織
・積極的に取り組む学科・積極的に取り組む学科 →→ 授業アンケートが良好授業アンケートが良好

２．機関の健全性：２．機関の健全性：大学基準協会、日本高等教育評価機構大学基準協会、日本高等教育評価機構

３．経営の健全性：３．経営の健全性：日本経営品質賞委員会日本経営品質賞委員会
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いま大学は・・・いま大学は・・・

個性化・特色化の推進、社会への説明個性化・特色化の推進、社会への説明

教育力・研究力の強化、自己点検評価と改善教育力・研究力の強化、自己点検評価と改善

大学の位置付け大学の位置付け
１．研究者の育成１．研究者の育成
２．高度専門職業人の育成２．高度専門職業人の育成
３．専門教養を備えた人材の育成３．専門教養を備えた人材の育成 大学内学生間格差大学内学生間格差

大学の教育目標を大学の教育目標を
達成した学生は達成した学生は

何ができるようになるのか何ができるようになるのか

大学の教育目標大学の教育目標
社会のニーズに応じた目標社会のニーズに応じた目標
具体的で、実行・達成可能な目標具体的で、実行・達成可能な目標

教育改革

入学を許可した学生への教育責任とは・・・入学を許可した学生への教育責任とは・・・

大学間格差大学間格差
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いま教育改革に求められているのはいま教育改革に求められているのは

１．大学全体（１．大学全体（理事会、教職員理事会、教職員）での組織的なＦＤ活動への取組）での組織的なＦＤ活動への取組
２．内容とスピード：教職員による情報の共有と迅速な行動２．内容とスピード：教職員による情報の共有と迅速な行動

３．多様な学習歴と多様な入試形態３．多様な学習歴と多様な入試形態
→→ 教育の質と成果の保証教育の質と成果の保証
→→ 学生・保護者・社会に対する説明責任学生・保護者・社会に対する説明責任

４．教員は教育と研究のどちらに軸を置くのか４．教員は教育と研究のどちらに軸を置くのか
教育は使命、研究は責務教育は使命、研究は責務

５．職員は職務として学生のために何をなし得るのか５．職員は職務として学生のために何をなし得るのか

進むべき方向性・使命の確立と教職員による共通認識進むべき方向性・使命の確立と教職員による共通認識

職員はサポートからファシリテートへ：教職員一体型職員はサポートからファシリテートへ：教職員一体型
大学は学生・教職員・理事会の共同体・協働体大学は学生・教職員・理事会の共同体・協働体



大学評価委員会委員 

 

担当理事  鈴 木 典比古  国際基督教大学  大学長 

委 員 長 工 藤 教 和 慶 應 義 塾 商学部教授 

委  員 仙 波 憲 一 青 山 学 院 国際政治経済学部 学部長 

 池 尾   茂 上 智 学 院 理工学部教授 

 日比谷 潤 子 国際基督教大学 学務副学長・教養学部教授 

 坂 本 和 一 立  命  館 大学評価室長・経済学部特別任用教授 

 岡 本 史 紀 芝浦工業大学 常務理事・デザイン工学部 学部長 

 大 滝 純 司 東京医科大学 医学教育学講座主任教授、医学教育推進センター副センター長 
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愛 知 大 学 関 西 大 学 武 蔵 大 学 芝 浦 工 業 大 学

亜 細 亜 大 学 関 西 医 科 大 学 武 蔵 野 大 学 白 百 合 女 子 大 学

青 山 学 院 大 学 関 西 学 院 大 学 武 蔵 野 美 術 大 学 園 田 学 園 女 子 大 学

跡 見 学 園 女 子 大 学 関 東 学 園 大 学 名 古 屋 学 院 大 学 創 価 大 学

梅 花 女 子 大 学 関 東 学 院 大 学 南 山 大 学 大 正 大 学

文 教 大 学 活 水 女 子 大 学 日 本 大 学 拓 殖 大 学

中 京 大 学 慶 應 義 塾 大 学 日 本 女 子 大 学 天 理 大 学

中 央 大 学 恵 泉 女 学 園 大 学 ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ清心女子大学 東 邦 大 学

獨 協 大 学 敬 和 学 園 大 学 大 阪 学 院 大 学 東 北 学 院 大 学

獨 協 医 科 大 学 神 戸 女 学 院 大 学 大 阪 医 科 大 学 東 北 公 益 文 科 大 学

同 志 社 大 学 神戸海星女子学院大学 大 阪 女 学 院 大 学 東 海 大 学

同 志 社 女 子 大 学 國 學 院 大 学 追 手 門 学 院 大 学 常 磐 大 学

フェリス女学院大学 国 際 大 学 大 谷 大 学 東 京 医 科 大 学

福 岡 大 学 国 際 武 道 大 学 立 教 大 学 東 京 医 療 保 健 大 学

福 岡 女 学 院 大 学 国 際 基 督 教 大 学 立 正 大 学 東 京 情 報 大 学

福岡女学院看護大学 駒 澤 大 学 立 命 館 大 学 東 京 女 子 大 学

学 習 院 大 学 皇 學 館 大 学 立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学 東 京 女 子 医 科 大 学

学 習 院 女 子 大 学 甲 南 大 学 龍 谷 大 学 東 京 経 済 大 学

白 鷗 大 学 高 野 山 大 学 流 通 科 学 大 学 東 京 農 業 大 学

姫 路 獨 協 大 学 久 留 米 大 学 流 通 経 済 大 学 東 京 歯 科 大 学

広 島 女 学 院 大 学 共 立 女 子 大 学 西 武 文 理 大 学 苫 小 牧 駒 澤 大 学

広 島 修 道 大 学 京 都 産 業 大 学 聖 学 院 大 学 東 洋 大 学

法 政 大 学 京 都 精 華 大 学 成 城 大 学 東洋英和女学院大学

兵 庫 医 科 大 学 京 都 橘 大 学 聖 カ タ リ ナ 大 学 東 洋 学 園 大 学

兵 庫 医 療 大 学 松 山 大 学 成 蹊 大 学 豊 田 工 業 大 学

石 巻 専 修 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 西 南 学 院 大 学 津 田 塾 大 学

実 践 女 子 大 学 明 治 大 学 清 泉 女 子 大 学 早 稲 田 大 学

上 智 大 学 明 治 学 院 大 学 聖 心 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

城 西 大 学 三 重 中 京 大 学 聖 ト マ ス 大 学 四 日 市 大 学

城 西 国 際 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 仙台白百合女子大学 四日市看護医療大学

順 天 堂 大 学 桃 山 学 院 大 学 専 修 大 学
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